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９月１０日（木）、５年生が弓削（ゆげ）商船高等専門学校の秋葉先生と山崎先生を講
師としてお招きし、『弓削丸体験航海（乗船）』出前授業を行いました。
今回の出前授業は、５年生の子どもたちが、９月１６日（水）に実際に弓削丸に１時間

の予定で体験航海（乗船）するための事前の学習として実施し、「自分たちの生活と船が
どのように関わりがあるのか」について学ぶことを目的として行いました。
山崎先生より、今回の弓削丸の体験航海（乗船）を通して、次の「３つの学び」を大切

にして欲しいというお話がありました。

①最新の船舶（弓削丸：ゆげまる）の船内を見学することを通し
て、海運に関わる仕事の大切さを知る。
②体験活動を通して、体験航海航路周辺について理解を深める。
③豊かな自然に触れ、自然を大切にする心を育てる。

今回、５年生の子どもたちには、「見て考える学び」と「体験して考える学び」を特に
して欲しいということです。
その他にも、日本と外国との関わりでは、製品やエネルギーを輸出したり、輸入したり
する際には、船が多く使われていること等、世界との繋がりについてもお話をしていただ
きました。

＜出前授業の詳しい内容につきましては、５年生の子どもたちにお聞きください。＞

９月


